
 

 

                                                        

 

よりよい授業づくりのために ～タブレットの活用～ 

校長 
 

 １１月１２日（金）の「渋谷タブレットの日」には、全学級でタブレットを活用した授業を行いました（次頁参

照）。これは、※「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業の改善を図ることを大きな目的としています。 

 当日の授業では、大きく３つの場面でタブレットの活用を図りました。１時間の授業の中でこの３つの場面を全

て設定するということではなく、その時間の学習に合わせてよりよい学習活動になるようにと考えています。 

①教員による教材の提示 

   指導する教員のタブレットを使って、その時間で学ぶ

ことや取り組む課題を分かりやすく提示したり、作業の

手本を示したり、注意事項やヒントを掲出したりしまし

た。同じ動画を見て、これから解決しようとする問題を

共有することなどもしやすいです。視覚的に表すことで、

より分かりやすくなり、必要な時に大事なことを確認で

き、粘り強く取り組む姿が見られます。 

②一人一人の状況に応じた学習 

指導する教員のタブレットから児童のタブレットに、

問題を考えるうえでヒントになる言葉や資料を、その児

童の状況に合わせて個別に送りました。つまずいている

ところの支援だけでなく、できているところを認め、自

信と意欲をもたせることにも活用しています。児童が自

分で必要な資料を収集したり、自分の作品をつくり上げたりする姿も見られます。 

③発表や話合いでの意見の整理 

   児童が問題に対する自分の考えをタブレットに表し、他の児童のタブレットにそれを送り、お互いに参考に

したり、コメントを送り合ったりしました。交流の様子は、教員のタブレットでも確認できます。児童の考え

を取り上げ、整理して改めて多様な考えを児童に示すことで、さらに考えが深まる様子がよく見られます。 

 １１月２０日（土）の公開授業の中でも、タブレットを活用した授業もありました。ご感想等をお寄せいただき、

ありがとうございました。本校の授業改善の取組には、まだまだ課題があります。今後も「主体的・対話的で深い

学び」の視点からの授業改善を一層進めていくために、様々な学習活動の工夫に取り組み、その中でタブレットを

有効に活用していきたいと考えています。そして、これからの時代を生きる児童に必要な資質・能力を育む授業を

積み重ねていくことができるよう、教員一同努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://home.u００.itscom.net/rinsen 

１２月号 
令和２年１２月１日(火) 
渋谷区立臨川小学校 

 

生活目標：すすんで仕事をしま 

しょう。 

保健目標：教室の空気をきれいに 

しましょう。 

給食目標：力を合わせてていねいに 

後片付けをしましょう。 

【校庭開放】 

5日(日)、11日(土) 

18日(土)、19日(日) 

【まなび～】 

12/10(金)、17(金) 

日 曜 予定 

１ 水 特別時程 開校記念日 

5･6年:委員会活動 

２ 木 安全指導 つくし:サイクリング 

３ 金 臨川フェスティバル児童･保護者鑑賞日 

臨川幼稚園オープンスクール 

４ 土 臨川フェスティバル児童･保護者鑑賞日 

6 月 振替休業日 

7 火  

8 水 2･4･5年:なかよし班集会 

全校4時間授業 下校12:50 

9 木 4年:理科見学 

5･6年:マーチングバンド活動 

10 金 3年:社会科見学 

5･6年:マーチングバンド活動 

13 月 全校朝会 

個人面談① 全校5時間授業 

14 火 国際朝会 広尾保育園オープンスクール 

個人面談② 全校5時間授業 

 

日 曜 予定 

15 水 避難訓練 個人面談③ 

16 木 個人面談④ 全校5時間授業 

2年:生活科見学 

6年:オンライン職場体験 

5･6年:マーチングバンド活動 

17 金 4年:社会科見学 

5･6年:マーチングバンド活動 

18 土 土曜日授業 

移杖式(5・6年のみ参観あり) 

20 月 個人面談⑤ 全校5時間授業 

21 火 つくし:保護者会 

22 水 1･4･6年:なかよし班集会 

クラブ活動 

23 木 音楽朝会 

24 金 冬休み前の会 

27 月 冬季休業日始 ～１/７(金) 

1月11日(火)全校5時間授業 下校14:20 

※「主体的・対話的で深い学び」の視点について 

（文部科学省資料より作成） 

【主体的な学び】学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャ
リア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り強
く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主
体的な学び」が実現できているか。 

【対話的な学び】子供同士の協働、教職員や地域の人との対
話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の
考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。  

【深い学び】習得・活用・探究という学びの過程の中で、各
教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知
識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して
考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思
いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が
実現できているか。 
 
 これらの視点での授業改善を図り、生きて働く知識･技能
の習得など、新しい時代に求められる資質･能力を育成する。 


